







































































































































いう意識から,ソー シャル :サポー トの有無とは
関連せず,職場での自己評価を維持していること
が示唆された。同僚,後輩は,評価者というより
も,職場内で関係を築く相手として認識している
と考えられる為,同僚,後輩といった他の社員と
の関係に焦点を当てることによつて職場での自己
評価が維持されていると示唆された。
誇大傾向高群 ソーシャル・サポー トから職場
での自己評価(上司,先輩,同僚)への有意なパス
が見られなかったことからから,職場での自己評
価がソーシャル・サポー トに左右されずに,維持
されているということが示唆された。後輩の場合
においては有意な正のパスが見られたことから,
後輩は,誇大傾向の特徴を示しやすい相手であり,
誇大的に振る舞うことによつて,何らかの葛藤が
生じ,関係が悪くならてしまうことが推測される。
そのため,友人のサポー トの必要性が示唆された。
過敏傾向高群 上司,同僚の場合において,職
場での自己評価から,就労状況へのパスが繋がっ
た。この場合,他の社員との関係が友人のサポー
トにより高められることによつて,職務満足感が
高まり,就労を継続するということが示唆された。
過敏傾向高群においては,モデルに基づいた早期
離職を防ぐための支援が必要だと示唆された。
自己愛傾向両高群 家族のサポー トから職場で
の自己評価(上司,先輩)への有意な正のパスが見
られたことから,家族のサポー トが自己価値の感
覚を維持,高めることに有用であることが示唆さ
れた。
また, どの自己愛傾向のタイプにおいても,職
務満足感から,就労状況へは,有意な負の影響が
見られた。このことから,職務満足感が高ければ,
早期離職へ踏み切ることも少なく,就労を継続す
ると考えられる:自己愛傾向のタイプにかかわら
ず,早期離職を防ぐためには,職務満足感を高め
ることが重要だと示唆された。
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